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2026年 8月31日

マーケティングユニット 德永 大輔

ホイル包みで旬をまるごと！

『ベジたべるライフ』

＠農林水産省 「野菜の日」シンポジウム

資料４
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会社紹介

家庭用品事業では『サンホイル®』・『フィルたん®』と言う２つの

ブランドを軸に日本中で当社の商品をご愛用いただいております

1958年、日本初の家庭用アルミ箔を発売

アルミホイル売上No.1ブランド『サンホイル®』

近年では環境に配慮された材料の使用を開始

おうちのキレイを守り続けてきた当社が、

品質にこだわって展開する『フィルたん®』シリーズ
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農水省「野菜を食べようプロジェクト」参画の経緯

当社は１９５８年に日本初の家庭用アルミ箔「クッキングホイル」を発売、

それ以来、日本の食文化とともに歩んできました。

現在の主力商品『サンホイル®』が発売６０周年を迎えるにあたり、

“豊かな食生活に貢献する”ブランドとして食を取り巻く社会課題との接続を

模索する中で、農水省様の「野菜を食べようプロジェクト」の活動に賛同、

野菜サポーターの活動に応募いたしました。
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当社の活動内容 ２‐① 『継続的な情報発信』

食品メーカーでは無い当社が、本プロジェクトの目的「野菜の消費拡大」

に対して展開している活動のご紹介です。

WEBコンテンツ：

お野菜をもっと身近に、もっと手軽に楽しんで

いただくために“旬野菜”の様々な情報を発信中

会報誌：

当社商品のユーザーさん向けの会員組織向け媒体で

アルミホイルを活用したレシピなどを定期的に発信

https://www.toyoalumi-ekco.jp/vege/

https://www.toyoalumi-
ekco.jp/limited_content
s/8518/

https://www.toyoalumi-ekco.jp/vege/
https://www.toyoalumi-ekco.jp/limited_contents/8518/
https://www.toyoalumi-ekco.jp/limited_contents/8518/
https://www.toyoalumi-ekco.jp/limited_contents/8518/
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当社の活動内容 ２ｰ② 『自社商品をメディアに』

 お弁当カップのデザインに

未就学児向けお弁当関連商品では『ベジパンズ®』

と言うお野菜がモチーフのキャラクターを採用中

https://www.toyoalumi-
ekco.jp/products-tag/vegepans/

https://www.vegepants.com/

・・・・

食品メーカーでは無い当社が、本プロジェクトの目的「野菜の消費拡大」

に対して展開している活動のご紹介です。

ベジパンズ®は株式会社TAN-SUの
登録商標です。

特殊印刷した“黒ホイル”のデザインに

アルミホイルに特殊な印刷加工を施した“黒ホイル”

の印刷柄にもお野菜をモチーフにデザインを展開

https://www.toyoalumi-ekco.jp/products/special_foil_07/

https://www.toyoalumi-ekco.jp/products-tag/vegepans/
https://www.toyoalumi-ekco.jp/products-tag/vegepans/
https://www.vegepants.com/
https://www.toyoalumi-ekco.jp/products/special_foil_07/
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アルミホイルだから出来ること !

アルミホイルの耐熱温度

は約６６０℃、水や油を

通さず、使い方次第では

『万能調理器』に！

包んで焼くだけで豪華に

見える、意外と簡単な

志向にも適う調理法！

手頃な価格で、栄養価も

高くなる“旬”のお野菜を、

まるごといただけます！

『包み焼き料理』はタイパ

https://www.toyoalumi-ekco.jp/column/8964/

https://www.toyoalumi-ekco.jp/column/8964/
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アルミホイルだから出来ること !

野菜を『包み焼き』することで良い点はたくさん

ありますが、当社が提案する理由に“まるごと！”

食べられると言う点が挙げられます。

“やきいも”を食べる際に皮まで食べるかどうかの

アンケートを取ったところ、半数以上の生活者は

皮まで食べないことが多いと言う回答でした。

皮の部分は栄養素が豊富で野菜本来の風味や滋味

も楽しめ、調理の手間も省けるのでもったいない！

・当社調べ（2021年6月／n923）
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『まるごと食べる』の訴求  家庭で生じる食品ロスの削減にもつながる

アルミホイルだから出来ること !
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『まるごと食べる』の訴求  素材本来のポテンシャルを引き出す調理法！

アルミホイルだから出来ること !

開ける瞬間のワクワク感や鮮やかな見た目、
香りも含めた全てが『包み焼き』の魅力！
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当社のＨＰでは、レシピに加えて野菜回りの便利なTipsも紹介中

アルミホイルだから出来ること !

https://www.toyoalumi-ekco.jp/sunfoil/usage/

ホームページ

https://www.toyoalumi-ekco.jp/sunfoil/usage/
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自社のコミュニティ（会員サイト）でも野菜×ホイルの活用事例が蓄積

アルミホイルだから出来ること !

落とし蓋に 包み焼きに グリルに敷いて

https://toyoalumi.commmune.com/view/home

https://toyoalumi.commmune.com/view/home
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カジュアルな“野菜好き”が増えたらうれしい♪

本日のテーマ～気軽に始める野菜のある暮らし～に寄せて

 自社商品をメディアとして活用し、

 お野菜が自然と暮らしに溶け込む

アルミホイルならではの『包み焼き』で

 “まるごと”いただく手軽さとメリットを訴求！

－ご清聴ありがとうございました－
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